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1. 豆腐粕培基による イエバエ の大量飼育過程においてみられる容器の広さと蛸の長さの

関係につし､て 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育VTかんする諮問超 舘23報 長沢純夫 ･岸野見知子

(京都大学 化学研究所 大野研究室) 34.1.17受理

口径 4,5,6,7,8,9および 10cm のガラス円筒に,おから50g,ぬか5g,醇母o.5gをいれ,

イエバ千の幼虫 200匹を飼育し,えられた塊の長さおよびその松野偶差,極小型と大型個体の況合

率,琉化率などを検討し,生物試験用昆虫としては,

かなった個体群がえられることをたしかめた.

殺虫剤の生物試験用昆虫として,イエバエを大畠累

代飼育することは,はやくからおこなわれていて,な

かでも,その幼虫を飼育する過程に遭遇する諸問題,

すなわち飼料の種類.組成,水分含有虫,幼虫棲息密

鼠 飼育培革に幼虫をうつす時期などについては研究
がすすみ,すでにかなりの知見が捉供されている.今

回筆者らがここにのべようとすることは,豆腐紬培基

による飼育においてみられる容給の口径と,それから

えられた蛸の長さの関係を究明した結果である.この

小突験は,実際に大型ポットを用いてイェバエの大量

累代飼育をおこなっていると,どれほど沢山の培基を

ポットにいれても,幼虫発育のために利用される部分

はその上層部で,.下層詔はほとんど利用されていない

即実に,往々避退するため,こうした点を考窮するに ､

必要な,ひとつの資料をえる意図のもとにおこなわれ

たものにはかならない.本文にはいるにさきだち,釈

究上種々の御灰宜をあたえられた大野稔教矧 こ謝意を

表する次第である.

実験材料および方法

幼虫飼育培基の組成はノ今日まで讃者3,1)がFrl]系列

の実験をおこなう時に採用した,おか ら50g,ぬか

5g,醇母 o.5gで,これに 1946年,1雌から出発し

て累代飼育をつづけながら今日にいたる高根系イエバ

エ MuscadomesIL'(aVicE'naMacquardtの産卵され

た日からかぞえて,2日日の幼虫を200匹いれて飼育

する方法をとぅた.飼育容掛i,内径4,5,6,7,8,9

および 10cm の,都合7位現のガラスElj筒をえらぴ,

1958年8月21日から1日おきに3ケずつ,第1表に

口径 7cm の容掛こおいて,もっとも条件に

しめすような実験計画のもとに飼育をつづけた.煩化

した個休は,全部これをひろいT:'し,双脱硫放矧こ払

拭したオキュラーマイクロメーターで,その最大長を

汎足した.実験はすべて平均温度 270,尉係泣成 50

/Q./の飼育宝においておこなった.なお, ここでもちい

た balancedincompleteblocksの実験計画は,

Youdeng)の論著のなかにしるされている例のもっと

も簡叫なものである.

実験結果と考察

それぞれの飼育容群からえられた蛸長の甜定結果を

表示すると,郡2宏のごとくである.なおここにしめ

した数億は,顕微鏡のよみのままの数値で,その1叫
位は O.098mm である.

1.琉化時における培基の状態:さきにNagasawaSJ

はおからをもちいるイエ)ヾ工の大丑累代飼育におい

ては,温度250,関係湿皮 50% あたりが鼓適の環

境条件であることをしるし,このような条件下で適当

数の幼虫を飼育する場合は,煩化時にその上同部は,

ちいさな形粒状にかわきあがり,なかで大多数の幼虫
が痢となることをのべた.'そして幼虫の按息密度がた

かい場合は,その上層部はきわめ七こまかい粒状に乾

燥し,逆に幼虫数がすくないときは,おおさなかたま

りをつくり,ときにカビなどの発生がいちじるしくて,

ともに丘結果がえられないことを報じた.しかしこれ

は,上Id部の状ほと,機思密皮の関係を考然しただけ

で,培基の下Jd部の状屈についてはしるされなかった.

今凶2ri者.らがもちいた7超額の容群において,同一組

成で同一丑の培基をいれ,それでおなじかずの幼虫を

1
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Table1. Designforexperimentwith 3replicates(1958).

Table2. Frequencydistributionsoflength ofpupaeofthecommonhousefly,MuscLZ

domestL'cavicinaMacqllardt/rearedihthesevenkindsofcontainershavingthediameters

of4,5,6,7,8,9andlOcm.

i?rarteedtlraa,nvSa-eE 21/V tII

Diameterof
container

4 5 ､7 6 8 4 7 61010 4 9 5 9 6 8 10 5 9 7 8

Total l1581811871154143158E153169173J1451501451691331411136123160167155169

飼育した場合,嫡化時にその培益が,どのような状態
になるかを観察した.

節1回にしめしたのがそのお よゝその状態で,斜線

をほどこした部分は,幼虫の発育には利用されず,磯

野し,最後に粘飼となった部分である.空白および点

をほどこした部分は,幼虫の発育にもちいられた部分

2

で,さらに点をほどこした部分は,嫡化時に乾燥した

部分である.これをみると,口径4-6cniの容器では,

幼虫ゐ発育にまったく利用されない部分があり,こと

に口径 4cm の容群では,ほとんどがもちいられず,

また蛸化時における上層部の乾燥もえられない状態と

なる:7cm 以上のものは外観上からは, 一応全部の
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Fig.
1
.
Schematicdrawingsof'Okara'

culturemediashowingtheirfina一states
whenthepupationsareoccurred.
Area
hatchedobliquelyshowsthepartunusedby
thelarvaefortheirgrowing.
Emptyand
dottedareasShowthepaitusedbythe
larvaefortheirgrowing,an
ddottedarea
isthepartdriedupandbrokenintosma一l

piecesbythetimewhenalmostalllarvae
pupate.

培基に幼虫が潜入してこれを利用したものとおもわれ

るが
,
9cm,
10cmの容器では逆に蛸化時にほとんど

全部が乾燥し
,-一丁
見してききにのべた棲息密度のたか

いときにえられた上層部と
,
おなじ状態となっている.
7cm,
8cmのものにおいては,
下層部に未利用の部

分をのこさず
,
煽化時に適当な乾燥相を上層部に生じ
,
幼虫の成育と蛸化には
,
政道とおもわれる状贋がえら

れている.
2
.
顕度分布曲線の形:一定の処方で調合した豆固

相培基をおなじかたちの容器にいれて
,
そこで飼育す

る幼虫数をかえた場合
,
それからえられた煩の大きさ
,
すなわち最大長
,
あるいは幅の変異の分布曲線は
,
幼

虫数のちがいによってその
程度には差があるが
,
おゝ

むね右憤盃偏の形
,
すなわち左方がゆるやかで
,
右方
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Fig.2. Histogramsforthefrequencydis･
tribtltionsoflengthofpupaeofthecommon

housefly,MuscadomesLicavicz-1laMacqardt,
whichwererearedin thethreekindsof

containershavingthediametersof4,8and

6cm (toptobottom),startedonAugust23,
1958.
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が急な歪みをみせ,モ二ドが算術平均より右方に偏在

することはすでにのベT31)..こうした型は,棲息密度

を200匹にして産卵きれ好化し七からその幼虫を飼

育培基にうつすまでの日のちがいを実験した結果の報

告 3'のなかにものべておL?た.このたび筆者らが実験

した結果にもこうした歪みはみられ,第2図 はその

1例として8月23日実験区の測定結果を,柱状図表に

してしめしたものである.

ここでわれわれは,大きさの測定値をまとめる場合,

長さの中位を枝軸にとったとき,その頻度分布曲線が

正規の分布をしめした場合は,容班または目方の蝉位

を抜軸にもってくると,その分布曲線は歪むことを記

憶しておきたい. これは逆にかんがえれば,容耶また

は体重の蝉位を拭軸にとったとき,その分布曲緑が正

規であるという測定値は,長さの単位をとった場合は

それが歪んでくることになる.すなわち蛸の volume

yはお むゝねy=kzL13の式であらわしうるものとかん

がえてさしつかえなかろう. ここで 〟はその長さで

ある.kの値はおそらく性により,まT=棲息密度など

によっても一定で,ここでは1とかんがえてよいであ

ろう.この式の成立は,はやくはPrzibram6)によっ

てその成宙にもしるきれ,多くの人々によって柾々の

動物について検討されている.イエバエの鏑について

ち,さきに北岡17が y-0.0975u℡･9gの実験式をえて

いる.そこでこうした仮説のもとに,測定位の3乗位

を横軸にとって,それに対応する累班百分率をプロビ

ットに変換し,2者の関係をグラフの上にプロットす

ると,第3図にその1例をしめしたように,いずれも

さO ILXJ l二三U Ilo loo IBII lnI 31'u 21O l'bO 2t'O 30O

Lengthincubeofobse-rvedvallleXl/川

Fig.3. Cum111ativefrequencydistributions

oflet)gthofpupaeoftheco:TI_momhollSefly,
MuscadomesLl'cavL'cila Macquardt,which
wererearedinthethreekindsofcontainers

havingthediametersof4,6and8cm (left
toright),startedonAtユg心t23.1958.3

sJ…qoJdu!)buanbaJJâ!Tt=LnEnU
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そこに垣線の関係がえられ,煩の長さの3乗位を横軸

にとるとき,その頻度分布曲線はお むゝね正規に分布

するということがいいえられる.このことは,各飼育I
容群からえられた桶の大きさの比較には,その代表値

として,3東変換してえられた正規分布曲線の中央値

をもってするのが,-妥当であることを暗示している.

3.正規分布曲線をはずれた個体にたいする解釈:

ところで第3図にしめした直線からはずれた下方およ

び上方の個体にたいして,どのような解釈をあたえる `

べきかはむずかしい問題である.I-番簡単には,下方

のはずれた個体は,軽々の原因から発育がおくれたり,

また充分でないためにとくに生じた小型個体であるこ

と卑しめし,上方のものは幼虫の形贋をのこしたまま

蛸となったメタセテ))-,またはほとんど幼虫の形態

のまま蛸とおなじよう.11硬化,および色彩の変化を招

来した,不完全型桶の測定値をよみこんでいる結果で

あるとかんがえられよう.

殺虫剤の生物試験用昆虫の大塁飼育には,こうした

個体の混入してくることはのぞましいことではなく,､･､

飼育条件の通したものであるかどうかは,こうした主

直線をはずれる個体の多少をも考慮にいれる必要があ

ろう.それゆえ,もしそうした個体の混入する割合を一

論じなければならない場合は,各実験区から無作為的

にある教だけをとりだして,その分布型を云々すると

いうことは適当でないかもしれない.

4.廟の長さの比較: そこでこうした直線をはずれ

たいちじるしく小型,あるいは大型の個体はまったく

除外して,すなわち下W,上端のはずれた部分は

truncateして,主直線について計算をおこない.そ

の中央値をもとめると第3表の第1段にしめすような

結果がえられる.この第1段にかかげた数値は,測定 `

位のよみ(1中位-0.098mm)の小数点を抄とつくり

あげたものの3乗値で,それぞれの飼育容器の別にも

とめた結果を,実験を開始した日により,それぞれそ

の相当欄にかきいれたものである.ところで,こうし

た balancedincompleteblocks'の実験計画のもと

にえられた結果をまとめる方法については, Yates8)

によってのべられ, MooreandBlisseJの論著にも

詳細にしるされている.すなわち,鈴3表のY'およ
び T.は,飼育容給の税額別および実験した日別によ

る測定値の合計である.そして,G-4573.09は,こ
の V.,または T.の合計である.Wa欄の数値は,

-W.-(V-A)V.+(All)G-(V-1)S〔T..j

の式でもとめる. ここで Vは,飼育容むの軽斑で,

この場合は7,kは1日に実験した飼育容器の柾校で,

この場合は3である. そして S⊂(V-1)T.〕は,あ

るひとつの種類の容群について3日間におこなわれた

4
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中央値の合計である.口径 4cm のものにらいて計算

例をしめすならば W.=4(628.14)+2(4573.09)-6

(794.69+617.09+680.19)ニー893.08で,口径 5cm

､以下同様の計算をおこなう. この WBは,分散分析

によって実験を開始した日によるちがいの影響を分社

するために必要であり,また最後の中央値の合計の補

正にももちいられる.つぎに分散分析は,第4表の最

初の第1段の部分にしめした諸式によっておこなわれ

る.すなわち第3列日の飼育容群の種環別の平方和

〔VS]は,実験日には関係なく7柾鞍の飼育容群の,

それぞれの合計値からもとめられるもので,S(V.2)は,

それぞれの V,の2乗の合計,kは抄とつの容を馴こつ

いておこなわれたくりかえしの数 (これは1日におこ

なった容器の種類でもある)で,この場合は 3,祖正

好G℡/NのGは,V一の合計で,Nは全容群の数で,-

この場合は21で,計算は〔Ⅴ誉〕-(628.14℡+670.142

+- ･十627.302)/3-4573.092/21-1888.3008となる. .

弟 4列目の実験日別の平方和〔W.21は, W.欄の数
値をもちいて計算する.はかの符号は前と同様である.

計算は 〔W.23=(893.082+217.902+.- ･+448.222)/

(3)(7)(7-3)(3-1)-1902000.903/168-11321･43395

となる.第6列目の和〔yつは,すべての中央値の2乗

の合計から補正項をさしひし.､たもので,計算は 〔y･eJ

=(252.782十268.612+- ･十207.992)-4573･092/写1
-14323.86770となる.第5列目の剰余(誤差)は,和

bつから最初の2項をひいたもので,14323.86770-

1888.83806-11321.43395111u3.59575となる.これ

らの数値をかきいれたのが第4宏第3段の第1行目の

数値で,弟2行目にしめした平均平方の A′,B'を
もちいて,つぎの式によって係数 亡をもと-める.

A′-β′

C=~心(k二ijA.

この場合は C- T A T S ?i-g a ll-0･065106

1となる.V.の補正値 Y.は,つぎの式でもとめる.

Y8-V.十CⅥ′8

たとえば,口径 4cm の飼育容群からえられた V.の

祁正値は, Y.-62&14+(0.065406)(-893.08)-

569.73で. 平均した蛸の長さの中央値は, Y.-

569.73/3-189.9.1となる.そしてこの ×103 の債の

3乗根 57.48が,測定の際のよみの数値で, これに

0.098倍LT:5･63mm が,実際の口径 4cm の財育

容痕でえられた煩の長さの代表値となる.同様にして,

口径 5,6,7,8,9および 10cm の飼育容群からえら

れた蛸の長さを,実際の長さの申位でしめすと,それ

ぞれ 5.90,5.93.5.98,5.96,5.95および 5.91mm
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Tablc3. Pupallength incubeofobservedvaluex1/10(1unit-0.098mm),perCent
areatruncatedforthecalclllat王onofcumulativcfrcqtlenCyCurYC Ofpupallength,standard

deviation,andpercentpupllationforeachseries.
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となる.

つぎに標準誤差は,

B'r:A(V-1)A'-(V-A)B')
vk(A-1)A`

の式によってもとめる.この場合

野.-J

となり,ふたつの平均値の比較には,つぎの式がもち

いられる.

'Justsignificantdifference〝-陀tSy-.

ここでtは,自由度 n-V(A-2)+1としたときの値

で,L表からもとめればよい.ここでは n-7(3-2)

159.08511〔3(7-1)1886.90566-(7-3)159.08511〕
(7)(3ハ3-1)く1886.90566)

=8.17936
+1-8で,Pr-0.05の Lの値

は 2.365である. ゆえに ′jlユSt

与
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Table4. AnalysisofvarianceforseparatingvariationbetweenJdaysfrom remainder･
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significantdifference'-1.414x2.365×8.17936才＼
26.670となる.-比較をおこなおうとするふたつの値

の差が,この場合26I67より小さい場合は,有志では

ないと判断する.

第5表の第2列日の数値にみる-ように,煩の長さは,

口径 7cJm の容器からえたものが一番大きく, 口径

4cm の容群からえたものが一番小さい. そして口径

4cm の窄群からえられた蛸の長さは,.他のものにく

らべて,統計学上あさらかに有意の差がある.しかし

5-10cm の口径を有する容器からえられた鏑の長さ

の間には;統計学上の有意な差はみとめられないが,

口径 7cm の容器からえられた煩の長さを中にして,

両方にすこしずつ小型になっている.この漸減の幌向

にたいして,しいて説明をくわえるならば,口径ゐ小

さいものは,第1図にしめしたように,培基の利用度

が,口径がちいさくなるにつれてひくくなるためとか

んがえ,口径の大きいものは,培基の乾燥がいちじる

しいために,培基が充分に利用されず,同時に成育に

好適な条件をもたらさない結果と解釈きれよう.ゆえ

に実際に大型のポットや もちいて,大fa累代飼育を和

6

こなおうとする場合は, 第1図にしめした口径 7cm

の容器によってえられたとおなじような培基の状態が,

最後の痢化時にえられるよう,はじめに培基の塁を加

減していれることがのぞましいものと結論される･

ところで,コクゾウ,､ァズキゾウムシなどにおいて

は,すでに若干世代の生育をおわったのこりのもので

なく,それが新鮮な飼料であるならば,成虫は相当深

部にまで潜入して産卵し,それから貯化した幼虫は,

のまま幼虫にたいして全棲息量となり,発育のための

利用量ともなろう.しかしイエバエの幼虫においてみ

られるように,粘桐な培基の深部にまで潜入,これを.

自己の発育に利用することのできないものにおいては,

培基の全投与塁は,それをいれる容器のかたちによっ

ては,かならずLも全校息童とはなりえず,また幼虫
発育のための利用量ともなりえない場合がある･,それ

ゆえ棲息密度の影響などを考察する場合は,まず幼虫

の棲息可能な空間をもとめて,･この塁にたいする投入

個体数を論ずることが必要であろう.すなわち実際に

両用された食物鄭こT=いする何年敷布贋であらわしTC



防 虫 科 学 郡 24 巻-I

Table5. Relativcpupallength incubeofobservedvaluexl/10(1llnit-0.098mm);per/
centarらatrunc色tedforthecalculat;Onofcumlllativefrequencyclliveofptlpal･length,

standarddeviation,andperCentpupationofthecommonhousefly,MuscadomesticavL'ci71L7

Macqlユardt,rearedinthesevenkindsofcontainershavingthediametersof4,5,6,7,8,

9andlOcm,correctedfordlffercnces.betweendays.Significantdifferenceinn=7and

ーPT-0.05･

si!fnei,E!cnacnet l 26167 l I ll･96 f 4･70 f 13･4

内田7)のいう生態密度の概念を念頭において考察する

ことが大切である.

5.正規分布曲緑をはずれる個体の混合率: 節3項

で,適当な飼育条件をそなえた培基であるかどうかの

判定には,変換された正規分布曲線をはずれて,上下

矧 こ散在する個体の多少をも考慮すべきことをのべた.

そこで,そうした個休の混合率をつぎに検討してみる

こととしよう.前項で,それぞれの飼育容群からえら

れた桶の長さの中央値を計許する際に, truncateし

た部分を百分率になおして,前項とおなじような表を

つくり,あわせてこれにかんした T.,V,JW,,Y.な

どをもとめたのが,第3表の第2段目である.そして

節4表の第3段目が,Y.をもとめ, あわせて有意差

をもとめるに必要な平均平方和 A′',B′辞定のため

'の分散分析の結果で,節5式の第3列日の敷地が,平

均し!=相対混合率である･第5表の数値からわかるよ
l うに,口径 7cm の容田で飼育したものにおいて,そ

うした個休の混合率は一番ひくく, 口径 10ch のも

のにおいて一番にたかい. そして口径 10cm のもの

の混合率は,他にくらべてその差にあきらかな有意性

がみとめられる.この口径 10cm のものをのぞけば,

他のものの投合率の問には,有志の差はみとめること

ができない.前項においてのべた煩の長 さは,口径

7cm の容怨からえられたものにおいて最大で, 両方

にいくにしたがって漸次減少することとは反対に,こ

の場合は口径 7cm をきかいにして,漸次両方にいく

にしたがって増加している.すなわち3乗変換された

正規分布曲緑にのらない両端の個体が次第に増加して

いることをしめし,飼育は口径 7cm のものにおいて

-,帯艮柿果脅えているものと判断される･そして掲合

率の増加する割合が,口径が小さくなるにくらべて口

径が大きくな-る伽においてより大であることは,培基
乾燥の増大が飼育条件をいちじるしくわろくするもの

とかんがえて,さしつかえないであろう.

6.標準偏差: イエバエの殺虫剤にたいする感受性

は,蛸の長さと相対的に抄としい関係にあるものと仮

定すれば,殺虫剤の生物試験にもちいる1=めのイエバ

エは,その崩をglTl定した場合,できるだけその変異の

輔のせまい個体群であることがのぞまLtl.すなわち

変換された正成分布曲線の標準偏差が小さい何件群ほ

ど,生物試験の結果には整-なものがえられるものと

かんがえられよう.このた_ぴの実験の結果で,そ.れぞ

れの飼育容群からえられた煩の長さの分布にかんした

棟準偏差は,どのような状態にあるかを,前とおなじ

方法によって検討してみよう.それぞれの飼育容群か

らえた煩の長さの標準偏差を表にまとめ,前 と同様

T.,Ⅴ.,W.,および Y.をもとめたのが第3蓑第3

段目で,YBおよび有意差をもとめるに必要な平均平

方和 A',B'算定のための分散分析の結果が,第4末

節 4段目である.そして乎均した容打の相対標準偏差

を表示したのが,節5去第4列目の数値である.Jこの

結果をみると, 口径 10cm の飼育容田においてえら

れた蛸において,その長さの標準偏差は一番に小さい.

そしてもっとも大きいもajは,Lj径 7cm の容剛 ､ら

えられたもので,その間の差に,申さらかに有意性が

みとめられる. しかしこの 10cm のものの槙準偏差

の小さいことは,前項で枚討した truncateした割合

の大きいことに基因しているものとかんがえられ 一

応除外して考察すべきであろう.そこで口径 7cm の

それを哉準にして.他のものとその間の差の有意性を

7
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検定すると,いずれも有意性はみとめることができな

い.すなわち,蛸の長さの接準偏差は,いずれの容符

からえられたものにおいても差はなく,口径 7cm の

容器からえられたのをきかいにして,両方にごくわず

かずつ減少していることについては, truncateした

部分の増加にもとづくもりと解釈すべきであろう.と

ころで,えられた蛎がかならずLも大型でなくても,

正規分布曲線からはずれる個体がすくなく,しかもそ

の標準偏差が小さければ,生物試験用昆虫として,条

件にかな_つたものと往々かんがえられがちである.そ

うしたかんがえは,そのような個体群を恒常的にえら

れる場合はうけいれられよう.しかし,最大限に規定

きれた同一飼育条件によって飼育されたとおもわれる

結果にも,なお相当のふれのあるイエバエにわいては,

そのような個体群をつねにえるということは,むずか

しいものといわなければならない.むしろその最大値

をおさえて,それにちかづくよう,すなわちできるだ

け長さの大きい,標準偏差の小さい個体群のえられる

ような飼育方法,条件をさがすべきであろう.

7.煩化率: たとえ実験にはその成虫態をもちいる

場合でも,飼育が能率的におこなわれたかどうかの目

安として,その中間の過程にあ●る蛸化率は,しばしば

論ぜられる.第1表の最下段にしめした数値から,そ

の煽化率を昇定し,前項でおこなったと同様な方法で,

口径の相違による煽化率の高低に差がみいだされるか

i_､なかを検討してみることとする.鼠化率について,
前とおなじような表をつくり,あわせてそれにかんし

た T,,V.,W.,Yaをもとめたのが第3表の第4段
目である.そして第4表の第5段目が Y.をもとめ,

あわせて有意差をもとめるに必要な平均平方和 A′,

β′算定のための分散分析の結果である. 平均相対痢

化率は,第5表の第5列目にしめした数値がそれで,

口径 5cm のものにおいてえられた86.8% をのぞけ

ば他はすべて70%台にとどまっている ′jllStSignifi-

cantdifference〝は13.4%で, この場合口径 5cm

のものにおいてえられた嫡化率は,他のそれにくらペ

て,その間の差に有意性がみとめられるが,他の硫化

率相互の間には,有意の差がないと判断される.口径

5cm のものにおいて, とくに煩化率がたかく, しか

もこれが有意であることにかんしては解釈をあたええ

ない.

摘 要

1･. 口径 4,5,6,7,8.9および10cmのガラス製

円筒に,おから50g,ぬか 5g,辞母 0.5gをいれ

＼産卵きれた日からかぞえて,2日目のイエバエの幼虫

200匹を飼育し,えられた酌の長さを測定した.実験 .

8
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liひとつの容怒について3回のくりかえしをおこなう

balancedincompleteblocksの計画にしたがってお

こなった.

2･ 琉化時における培基の状態は,口径 4,5,6cm

のものにおいて未利用部分がのこり,ことに 4cm の

ものにおいていちじるしく, 7cm 以上のものにおい

ては,∵応全部が利用されたが,■9,10cmのものにお

いては,いちじるしい乾燥がこれにくわわら,幼'jiの
発育と蛸化にはよい結果がえられなかった.口径7cm

のものにおいて最良の状態がえられた.

3. 蛸の長さは,これを3乗変換することによって,

正規分布曲線になおすことができた.それぞれの飼育

零封からえられた蛸の長さの代表値は,3乗変換して

えられた正規分布曲線の中央値をもってあてるべきで

あろう.

i･ 3乗変換してえられた正規分布曲線を時ずれる

下方の個体は,種々の原因で発育がおくれたり,~また

充分でないために生じた小型個体であり,上方のもの

はメタセiI)-ほか,劫串の形態をのこす異常型桶の

長さをよみこんでいる結果とかんがえられる.

5. 煩の長さは,口径 7C品 の容群で飼育した個体

においてもっとも大きく,漸次両方へ減少し,4cmの

ものにおいて最小であった.統計学上口径 4cm の容

艶からえられた煩わ長さは,他のものにくらべて有意

の差をしめしたが,これをのぞく他のもの相互の間の

差には,有意性はみとめられなかった.

6. 長さを3乗変換してえられた正規分布曲線をは

ずれる個体の.混合率は,口径 7cm の容器で飼育した

ものにおいて一番抄くく, 口径 10cm のものにおい

て一番たかからた. そして口径 10cm のものの混合
率は,他にくらペてその差にあさらかな有意性がみと

められた.この口径 10cm のものをのぞけば, 他の

ものの混合率の間には,有意の差はみとめることがで

きなかった.

7. 崩の長さの接準偏差は, 口径 10cm の飼育容

群からえられたものにおいてもっともちいさく,rj径

7cm のものにおいて放大であった そしてその間の

差に有意性がみとめられたが, 口径 10cm のものを

のぞけば,他のものの標準偏差相互の問には,石意の

■差をみとめることはできなかった.

8. 琉化率は,口径 5cm'tDものにおいて一番大き

く,86.7%で,他のものにくらペて有意の差がみと

められたが,他はいずれも70%代で,その間の差に

有意性はみとめられなかった.5cm のものにおいて

大きいことにたいしては解釈をあたえることはできな

い.
9･ 以上を符合した輯果,口径 7cm の飼育窄得に
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おいて:生物試験用昆虫としてその条件にもっともか

なった個体群がえられるものと結論され,実際の飼育

にあたっては, 7cm の口径をもった容掛こ叫 ､てえ

られた蛸化時の培基ゐ状層のえられる程度に,培)誠を

加減していれるべきであると思惟される.

10. イエバエの幼虫においては,培基の全投与虫
は,それをいれる容田のかたちによって,かならずL

も全柾息虫とはなりえず,また幼虫発育のための利用

丑ともなりえない場合がある.棲息密皮の挿管などを

考究するにあたっては,まず幼虫の控息可鹿な空間を

もとめ,この弟にたいする投入個体数を論ずるべきで

ある.すなわち,実際に利用された食物塁にたいする

個体数密度であらわした内田のいう生態密度の概念を

念頭に叫 ､て考察をすすめることが大切である･
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Rさ8um卓

1. 1nthepresentpaper,therelationsoftlle

diameterOfcontainerrearingforthelarvaeof

thecommon housefly,Musca.domesLL'cavicETla

Macquardt,tothebodylength ofpupae,per

centarea truncated for the calculation of

cumulative freqllen町 CurVeOfpupallength,

standarddeviation,andpercentpupationwere

discussed.Sevenkindsofcontainershavingthe

diamdtersof4,5,6,7,8,9andlOcmweretSed

fortheexperiment. Fiftyg=amsof'okara〝

(residualproductsof'tofu'making),5gofrice

bran,and0_5gofpowderedbeeryeastPerOne

containerWeretlSed fortherearing of200

individllalsoHarvae.Therearingwascarried

outundertheenvironmentalcondlt王onofca

Z7oC叩dcq50%relativeh1-idity.Measure-

節 24 巻-I

mentSWeremadeofthelengthofpupaeby

b王nocularmicroscope.Threecontainersforeach

kindwerepreparedandtheexperimentwas

conductedfollowinganexperlmentaldesignof

balancedincompleteblocksasshowninTable1.

2. As isseen･intheschematicdrawingsof

Fig.1,somepartsofclj.ltuJemediainthe

containershavingthediametersof4,5and6cm

werenottuedbythelarvaefortheir.growing.

Especially,thegreaterpartofculturemedium

was notn≦ed in thecontainerhaving the

diameterof4cm.Inthecontainersover7cmoE

diameter,theculturemediawereusedwllOlly

bythelarvaefortheirgrowing.Inthecontai･

nershavingthediametersof9and lOcm,

however,thecu一turemediaweredriedu.pwholly

andbrokenintosmallpiecesbythe'timewhen

almostal1larvaepupate,andthisimmoderate

dryingofculturemediumdidnotbringtllegood

resultforthegrowingoHarvaeandthe王rpⅥpa･

tion.Beststateofculturemedium atthetime

whenalmostalllarvaepupatewasObtainedin

thecontainerhavl'ngthediameterof7cm.

3.WhentileCum ulatedpercentagesoEfreqtI-
ency†erep一ottedontheordinateandthepupal

IengtllincubeontheabscisSanearlysynmetrical

sigmo王dclJJVeSwereObtainedin,allcase30f

containers.Fig.3ShowsthatthesecurvesCan

beconvertedtothestraight】inegbytranS-

1formingthLさcumulatedpercentagesoEfreqllen申

toafunctionofthenomalcurvesuch asthe

prob王tandwith transformingthelengthtocube.

On thebasisoftheidea obtained in this

graphicanalysis,thedatashownin Table2

werestmmarized,andtllemediansandstandard

deviationscalculatedfrom therectifiedstraight

linesWereusedforthedisctBSioninthepresent
I

paper･

4. Theindividualsinthelowerpartdeparted

fron thetransformedstraightlinewereconsi-

deredthedwarfishpupaeresultedduetothe

delayedgrowings,andtheindividllalSinthe

upperp-artareconsideredtheobservedvalues

ofthepupalcolollredlarvaeorthatoftlle

almomalshapedpupaesuchasmetathete]y.

5. Then)aximumvalueofpupal1ength waS

obtainedinthecontainerhavingthediameter

9
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_of7cm,andforthecontainerswithlargerand

s.nallerdiameters,itbecamesmallervalues･
TlleminimumvallleWasObtainedintileCOn-

tal'nerhavingthediameter,Of4cm,andthe

difference苧betweenthisvahleandthevallleS

obtainedintheothercontaineてSWereSignificant

stat王st王ca17y.Butthedifferencesofoneanother

valuesobtainedin tileCOntainers'havingthe

diametersof5,6,7,8,9andlOcm werenot

significant.

6. Thepercentareatruncatedforthecal-

culationofcun1ulativefrequencycurveofpupal

length wasmin王mum inthecontainerhaving

thediameterof7cm anditwasmaximtm in

mecontainerIlaVingdiameteroflOcm.The

differencesbetweenthismaximum valueand

thevaltleSObtainedintheothercontainersWere

significantstatistically.Butthedifferencesof

oneanother,valuesobtainedinthecontainers

havingthediametersof4,5,6,7,8and9cm

verenotsignificant.

7. Thestandarddeviationofpupallength

wasminimuminthecontainerhavingthedia-

meteroflOcm,anditwasmaximum inthe

containerhavingthediameter-of7cm,andthe

】differencebetweenthesetwova一ueswassigni-

ficant.Blltthedifferencesofoneanothervalues

obtained in the containers except the one

havingthediameteroflOcmwerenotsignificant.

郡 24巻-I

8. Inthecontainerhavingthediameterof

5cm,thepercentageofpllPationtakesmaximum

vallle86.7%,thedifferencesbetweenth王svalue

andtileValuesobtainedintheothercontainers

weres王gnificえntstatistical一y.Thepercentages

ofpupationobtainedin thecontainersexcept

theonehavingthediameterof5cmwe-reatthe

levelof70% andthedifEerence50Eoneanothe'r

valueswerenotsignificant.

9. Thinkingcollective7yfrom theresultof

､thepresentexperimenta conclllSion can be

drawnthat:the.manyllOu5eflies'sllitablefor

biologicalassayOfinsecticideswillbeableto

rearinthelcontainerhavingthediameterof

7cm.Wh enthelargercontainers､are､tuedfor

themassculttueofhousefly,theqllantityof

cultllremedi血 percontainershouldberegulate

soastogetthefJ'nalstateofcultllremedium

likewisethatobtainedinthecontainerhaving

thediameterof7cm.

10. Astheculturemedium keptinacon-

tainerisnotalwaysusedwho一lybythe一arvae

for｢theirgrowingaccording:to theshapeof

container,theeffectsofpopulationdensitiesto

thevariousCharactersofprogeny shouldbe

discussedfrom the relationofthenum berof

larvaetotheculturemediumwhichvastlSedby

the･larvaeforthe王rgrowing.

OntheRelationlle一ween一heDiamc一erofContainerAndtheDurationfromOvipoSition

toEmergenceinlhcCollrSeOfAhssCultureoftheCommonIIousefly,MuBCadomeBLIca

vicinaMacqllardl,u8ingthe〃0knra''CulttlreMeditlm.Prob一emsontheBreedingoflnSeCtS

forB王ologicalAssayoflnsecticides.XXIV.Stmio.NAOAsAwAandMichikoKTST]INO(0lmo

Laboratory,ⅠnstittlteforChemical耳esearch,Kyoto'Univers王ty.Takatsuki,Ohsakn).Received

Jan.17,1959.Bo'yu･Kaglku,24,10･16.1959(with Englishresume,15)_

2･豆腐粕堵基によるイエ′く羊の大量飼育過程においてみられる容器の広さと畢育所要日数
の関係につし､て 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育にかんする諸問題 第24報 長沢純夫･押野見知子

(京都大学 化学研究所 大野研究室) 34.1.17受理

口径 4,5,6,7,8,9および10cm のガラス円筒に,おから50g,ぬか 5g,醇母 o.5gをいれ

て,イエバエの幼虫200匹を飼育し,容群の広さと発育所要日数の関係を究明した. 口径 4cm の

容掛 こおいでは,その発育所要日数は他にくらペていちじるしく長かったが, その他の窄軒におい

ては唄次口径の大きいものほどそれは減少し, 両者の関係は大体1次の式をもって表示することが
できすご.

イエバエ幼虫の飼育過程においては,培基の全授与 しも全校息空間とはなりえず,また幼虫発育のための

虫は,それをいれる窄田のかたちによ?て'かならず 利用虫ともなりえないことを,筆者らはさ.さにRC,
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